
英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺

│
ダ
イ
シ
ー
「
代
議
制
統
治
の
形
態
は
永
遠
の
も
の
か
」

│
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー

加　

藤　

紘　

捷　

共
訳

菊　

池　

肇　

哉　
　
　

訳
者
解
題

本
稿
は
、
一
八
九
九
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
、
第
一
三
巻
、
第
二
号
（
六
七
〜
七
九
頁
）
に
掲
載

さ
れ
た
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
の
論
文
、“W

ill the F
orm

 of P
arliam

entary G
overnm

ent B
e P

erm
anent? ”

の
邦
訳
で
あ
る
。
ダ
イ

シ
ー
は
一
八
九
八
年
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
招
請
さ
れ
、
同
大
学
の
学
生
に
向
け
て
イ
ギ
リ
ス
法
を
講
じ
た
。
そ
れ
は
一
八
九
九
年
、

（
＊

1）

（
＊

2）

一
〇
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
四
）

C
ontem

porary R
eview

誌
に
、
ダ
イ
シ
ー
の
名
に
よ
り
、“T

he T
eaching of E

nglish L
aw

 at H
arvard ”

と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
後

に
こ
の
論
文
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
に
転
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
含
め
て
、
ダ
イ
シ
ー
は
同
大
学
の
法
律
雑
誌
に
三
本
の

論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
三
本
の
う
ち
、
最
初
に
発
表
し
た
論
文
が
本
稿
で
邦
訳
の
対
象
と
し
た
論
稿
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
彼
が
満

を
持
し
て
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
こ
そ
、
英
国
憲
法
が
そ
の
成
功
例
と
し
て
世
界
に
誇
る
「
代
議
制
統
治
」P

arliam
entary governm

ent

で
あ
り
、
ダ
イ
シ
ー
は
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
、
果
た
し
て
そ
れ
が
普
遍
的
に
永
続
性
の
あ
る
も
の
か
を
世
に
問
う
た
の
で
あ
る
。

英
国
は
、
一
六
八
八
年
、
こ
れ
ま
で
の
国
王
と
の
主
権
闘
争
を
名
誉
革
命
に
て
決
着
さ
せ
、
議
会
主
権
体
制
を
確
立
し
た
。
そ
れ
か
ら

二
世
紀
後
の
一
九
世
紀
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
、
主
権
は
法
的
主
権
と
政
治
的
主
権
に
峻
別
さ
れ
、
法
的
主
権
は
議
会
に
、
政
治
的
主
権
は

国
民
に
存
す
る
と
さ
れ
た
。
本
稿
の
演
題
に
み
るP

arliam
entary governm

ent

は
、
論
稿
の
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
国
民
の
も
つ

政
治
的
主
権
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
託
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
る
英
国
の
代
議
制
統
治
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ミ
ル
の
著
わ
し
た

J.S
. M

ill, C
onsiderations on R

epresentative G
overnm

ent

（
一
八
六
一
年
）（
ミ
ル
、
水
田
洋
訳
、『
代
議
制
統
治
論
』）
に
み
る

“R
epresentative G

overnm
ent ”

と
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
議
院
内
閣
制
」
よ
り
、「
代
議
制
統
治
」
と
し
て
訳
し
た
。
そ

れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
英
国
の
議
会
制
度
を
そ
の
雛
形
と
し
た
「
近
代
型
議
会
制
民
主
主
義
」
そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

タ
イ
ト
ル
のthe F
orm

 of P
arliam

entary G
overnm

ent
に
み
る
定
冠
詞
のthe

の
含
意
は
、「
近
代
の
」「
現
代
の
」「
今
で
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
英
国
型
の
」
と
様
々
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

当
論
文
の
趣
旨
を
要
約
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
英
国
型
議
会
制
民
主
主
義
を
モ
デ
ル
に
し
た
民
主
主
義
は
、
ア
ジ
ア
の
国
家

で
あ
る
日
本
す
ら
含
め
、
世
界
に
急
速
に
敷
衍
し
て
来
た
が
、
非
常
に
特
殊
な
英
国
の
歴
史
的
事
情
に
依
拠
し
発
展
し
て
き
た
英
国
型
議

会
制
民
主
主
義
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
永
遠
あ
る
い
は
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
永
続
で
き

（
＊

3）

一
一
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
五
）

よ
う
か
と
の
疑
念
を
呈
す
る
内
容
と
言
っ
て
よ
い
。

我
々
日
本
人
に
と
っ
て
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
本
論
文
で
、
ダ
イ
シ
ー
は
日
本
で
「
ま
る
で
魔
法
の
杖
の
一
振
り
で
あ
る
か
の
よ
う

に
」
突
然
、
採
用
さ
れ
た
議
会
制
統
治
や
議
会
制
度
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
驚
き
を
持
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ

イ
シ
ー
の
明
治
日
本
に
対
す
る
評
価
は
、
そ
の
言
外
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
十
分
に
汲
み
取
る
な
ら
ば
、
か
な
り
否
定
的
に
見
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
ダ
イ
シ
ー
が
そ
の
判
断
を
「
後
の
歴
史
の
判
断
」
に
任
せ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
明
治

憲
法
下
に
お
け
る
日
本
の
大
戦
期
の
立
憲
政
治
が
議
会
制
統
治
ど
こ
ろ
か
、
軍
部
の
暴
走
に
対
し
議
会
が
身
を
削
る
抵
抗
も
制
約
も
な
し

え
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ダ
イ
シ
ー
の
疑
念
も
実
に
先
見
の
明
を
得
て
い
た
と
言
え
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

当
ダ
イ
シ
ー
論
文
が
一
九
世
紀
の
最
後
で
あ
る
一
八
九
九
年
に
、
来
た
る
べ
き
二
〇
世
紀
を
前
に
し
て
代
議
制
統
治representative 

governm
ent

論
、
ひ
い
て
は
、「
議
会
主
権
論
」
を
論
じ
た
未
来
志
向
の
論
文
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ダ
イ

シ
ー
は
自
己
の
『
憲
法
序
説
』（
初
版
、
一
八
八
五
年
）
に
よ
り
提
示
し
た
諸
原
則
を
、
決
し
て
万
古
不
易
の
も
の
と
考
え
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
実
は
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
が
ダ
イ
シ
ー
に
内
在
す
る
ホ
ィ
ッ
グ
史
観
批
判
と
し
て
指
摘
し
て
み
せ
た
「
個
人
主
義

individualim

か
ら
集
産
主
義collectivism

」
へ
の
変
化
と
い
う
も
の
は
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
に
よ
り
、
当
論
文
で
既
に
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
進
化
論
的
（
※
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源
』
は
一
八
六
〇
年
、
ダ
イ
シ
ー
二
五
歳
の

時
に
、
初
版
さ
れ
た
。）
な
ボ
ジ
テ
ィ
ブ
な
右
肩
上
が
り
の
未
来
志
向
と
言
う
よ
り
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
未
来
志
向
な
の
で
あ
る
。
英
国
型

主
権
論
に
対
す
る
将
来
の
否
定
的
な
予
測
が
続
き
、
最
終
的
に
そ
の
判
断
を
読
者
に
任
せ
る
形
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
当
論
文
を
ダ

イ
シ
ー
の
思
想
史
の
中
で
如
何
に
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
か
、
ダ
イ
シ
ー
の
真
意
は
ど
こ
に
存
し
た
の
か
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
に

よ
る
懐
疑
性
・
曖
昧
性
ゆ
え
に
理
解
す
る
上
で
困
難
が
多
い
論
文
で
も
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
通
常
予
測
さ
れ
る
英
国
型
主
権
の
唱
道

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
六
）

者
た
る
ダ
イ
シ
ー
像
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
人
間
ダ
イ
シ
ー
の
一
側
面
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
畢
竟
、
糺
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
観
察
の
対
象

で
な
く
、
我
々
の
主
観
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
解
の
方
で
あ
ろ
う
。

当
論
文
で
は
今
日
の
我
々
に
は
、
全
く
忘
却
さ
れ
て
い
る
一
九
世
紀
後
半
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
敷
衍
し
た
「
議
会
制
否
定
主
義
」
も
し

く
は
「
議
会
制
統
治
の
倫
理
的
崩
壊
」
と
い
う
状
況
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
か
る
見
解
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
現
在
で
は

「
議
会
主
義
」
を
意
味
す
る
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ムP
arliam

entarism

」
が
否
定
的
用
語
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
に

よ
れ
ば
、
こ
の
用
語
はE

nglish
で
は
な
い
（
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
英
語
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
）
が
、
当
時
、
編
集
さ
れ
つ

つ
あ
っ
たO

E
D

、
す
な
わ
ちO

xford E
nglish D

ictionary

に
収
録
さ
れ
る
に
正
当
な
請
求
権
を
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
のO

E
D

の
初
版
及
び
第
二
版
で
は
、「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ムP

arliam
entarism

」
と
い
う
用
語
に
は
、
大
陸

で
敷
衍
し
た
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

実
は
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
、
こ
の
一
九
世
紀
末
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
と
し
て
の
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
関
連
し
て
語
ら
れ
る

諸
種
の
問
題
点
は
、
二
一
世
紀
の
現
在
に
な
っ
て
も
全
く
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
は
、
第
一
に
、
少
数
者
が
、
議
事
妨
害
手
段
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
権
利
を
乱
用
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
（
後
出
一
二
九
頁

以
下
参
照
）。

「
第
一
の
弊
害
は
、「
少
数
者
に
よ
る
専
制
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
絶
対
的
少
数
者
に
よ
る
各
種
の
議
事

妨
害
手
段
に
よ
り
多
数
者
の
意
思
が
歪
め
ら
れ
立
法
府
の
権
威
の
み
な
ら
ず
効
率
性
す
ら
台
無
し
に
さ
れ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。
こ

の
弊
害
は
、『
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

』
と
い
う
適
切
な
善
後
策
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
々
は
む
ろ
ん
承
知
し
て
い
る

一
一
二



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
七
）

の
で
あ
る
が
、
議
事
妨
害
手
段
に
対
し
て
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
唯
一
の
対
抗
手
段
と
い
う
も
の
は
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
よ
う
な
議
会
制
主
義

者
の
視
点
か
ら
は
、
そ
れ
が
治
癒
す
る
病
弊
と
同
程
度
に
、
質
の
悪
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
強
制
的
討
論
終
結
手
続
と
い
う

も
の
は
、
議
論
に
よ
る
統
治
に
不
可
欠
な
自
由
な
討
論
そ
の
も
の
に
終
止
符
を
打
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
を
免
除
し
う
る
と
い
う

可
能
性
は
、
議
会
の
倫
理
的
権
威
と
い
う
も
の
に
、
致
命
的
な
思
考
、
つ
ま
り
、
議
会
に
お
け
る
討
論
に
は
な
ん
の
重
要
性
も
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
れ
ら
は
、
現
在
の
日
本
で
は
、「
牛
歩
戦
術
」
な
ど
の
非
生
産
的
な
議
事
妨
害
や
「
強
行
採
決
は
横
暴
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
絶
対

少
数
の
野
党
が
国
会
運
営
を
妨
害
し
、
と
も
す
れ
ば
多
数
決
の
原
理
を
踏
み
に
じ
り
か
ね
な
い
状
況
と
直
結
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ダ
イ

シ
ー
は
、
か
か
る
場
合
の
処
方
箋
と
し
て
「
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

」
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
、
民
主
主
義
に
よ
る
議
論
否
定

に
も
な
り
か
ね
ず
、
民
主
主
義
の
自
殺
を
意
味
す
る
諸
刃
の
剣
で
あ
り
、
二
一
世
紀
の
日
本
で
も
、
未
だ
、
何
の
解
決
も
見
出
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
議
会
で
す
ら
、
し
ば
し
ば
、
民
主
主
義
的
な
要
望
を
代
表
出
来
な
い
点
が
ダ
イ
シ
ー
に
よ
り
以
下
の

如
く
指
摘
さ
れ
る
。

「
第
二
の
病
弊
は
、
公
正
に
創
出
さ
れ
た
各
選
挙
区
か
ら
、
そ
れ
も
公
正
に
選
出
さ
れ
た
議
会
が
、
重
要
な
案
件
に
お
い
て
す
ら
、
国

民
の
各
種
要
望
を
代
表
し
そ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
。

こ
の
点
は
、
現
在
の
日
本
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
は
英
国
議
会
が
、
英
国
の
民
衆
の
見
解
を
必
ず
し
も
代
表
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
早
く
か
ら
看
破
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、「
法
的
主
権
」
は
「
英
国
議
会
」
に
あ
る
が
、
他
方
で
、「
政
治
的
主

権
」
は
「
英
国
人
民
」
に
存
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
し
得
た
の
で
あ
る
。

一
一
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
八
八
）

ダ
イ
シ
ー
の
最
後
の
第
三
点
は
、
い
さ
さ
か
現
在
の
我
々
に
は
想
像
し
づ
ら
い
。
と
い
う
の
も
、

「
最
後
に
、
各
国
議
会
は
会
議
・
議
会
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
本
質
か
ら
、
為
す
こ
と
に
向
い
て
い
な
い
、
あ
る
仕
事
を
す
る
よ
う
に

近
年
仕
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
信
用
喪
失
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
政
治
改
革
が
も
っ
と
も
効
率
的
に
行
わ
れ
る
の
は
、
革
命
時
な
ど
、
既
に
あ
る
旧
制
度
を

破
壊
す
る
、
破
壊
的
立
法
の
場
合
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、「
個
人
主
義individualism

の
信
条
か
ら
集
産
主
義collectivism

の
信
条

へ
と
移
行
」
し
て
来
て
お
り
、
か
か
る
福
祉
国
家
観
に
基
づ
い
た
積
極
的
立
法
は
、
実
は
、
議
会
の
得
意
と
す
る
所
で
は
な
い
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
歴
史
的
に
、
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
当
論
文
は
、
時
代
を
越
え
て
未
来
志
向
で
あ
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
シ
ー
伝
統
の
ダ
イ
シ
ー
自
身
に

よ
る
否
定
と
い
う
よ
う
な
側
面
さ
え
も
持
ち
あ
わ
せ
て
お
り
、
極
め
て
評
価
の
難
し
い
論
文
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
や
当
然
か
つ
所
与
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
現
代
の
我
々
の
議
会
制
民
主
主
義
の
根
本
を
問
い
な
お
す
意
味
で
、
非

常
に
意
義
あ
る
論
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
訳
者
ら
は
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
無
論
、
最
終
的
判
断
は
、
読
者
諸
賢
の
評
価
に
委
ね
る
も

の
で
あ
る
。

（
＊
1
）　A

.V
. D

icey, “W
ill the F

orm
 of P

arliam
entary G

overnm
ent B

e P
erm

anent?”, H
arvard L

aw
 R

eview
, V

o. 13, N
o. 2 

（June 

1899

）, pp. 67-79.

（
＊
2
）　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
学
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
招
請
を
受
け
て
同
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
同
大
学
で
講
義
を
し

た
よ
う
で
あ
る
。C

osgrove, 

一
七
〇
〜
一
七
一
頁
参
照
。

（
＊
3
）　H

arvard L
aw

 R
eview

, vol. 13, no. 5 

（1900

）, pp. 422-440.
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
八
九
）

Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
「
代
議
制
統
治
の
形
態
は
永
遠
の
も
の
か（

1
）
」

加
藤
紘
捷　

訳

菊
池
肇
哉　

　

今
日
、
代
議
制
統
治
の
永
続
性
に
対
す
る
世
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
信
仰
は
、
全
く
非
対
称
的
意
味
を
持
つ
二
つ
の
事
実
に
基
づ
い

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
事
実
は
、
英
国
憲
法
の
耐
久
性
と
そ
の
成
功
で
あ
る
。

英
国
議
会
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
現
在
の
形
態
で
、
六
世
紀
以
上
も
存
続
し
て
来
て
お
り
、
世
代
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、
両
院
の

権
限
、
特
に
庶
民
院
の
権
限
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
今
や
、
英
国
の
公
的
生
活
の
中
心
に
ま
で
、
成
長
し
た
。

こ
の
事
実
の
優
れ
た
点
は
、
各
時
代
の
多
様
に
変
化
す
る
英
国
議
会
の
地
位
、
影
響
力
、
特
質
を
知
る
ほ
ど
に
、
い
や
増
す
も
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
か
か
る
多
様
性
こ
そ
、
代
議
制
統
治
の
様
々
な
時
代
の
変
化
す
る
環
境
に
自
ら
を
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

と
い
う
内
在
的
能
力
を
、
証
明
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
想
像
力
に
印
象
づ
け
る
様
々
な
現
象
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
英
国
憲
法
は
、
あ
る
意
味
で
、
現
代
の
形
態
を
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
（
※
一
二
七
二
年
か
ら
一
三
〇
七
年
）
に
完

成
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
（
※
一
一
五
四
年
か
ら
一
三
九
九
年
）
の
時
代
か
ら
我
々
自
身
の
時
代
に
至
る
ま
で
、

継
続
し
て
、
そ
の
妥
当
性
・
適
応
性
を
示
し
て
き
て
お
り
、
英
国
の
国
勢
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
憲
法
自
体
も
、
徐
々
に
拡
大
可
能
で
あ

る
こ
と
を
、
自
ら
証
明
し
て
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
併
合
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
合
併
、
グ

レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
合
併
を
許
容
す
る
に
十
分
、
英
国
憲
法
は
、
柔
軟
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
当
初
は
小
さ
な
一

一
一
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
九
〇
）

つ
の
島
の
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
分
の
統
治
の
た
め
に
、
組
み
上
げ
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
、
広
大
な
大
英
帝
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

ほ
ぼ
無
意
識
と
い
っ
て
良
い
成
長
の
過
程
を
経
て
適
合
し
、
か
つ
、
当
初
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
の
議
会
で
あ
っ
た
も
の
が
、
様
々
な
方

式
及
び
様
々
な
程
度
で
、
各
植
民
地
及
び
各
自
治
領
を
統
制
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
（
※
現
在
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
連
邦
を
構
成
す
るQ

ueensland, N
ew

 S
outh W

ales, V
ictoria, T

asm
ania, S

outh A
ustralia

とW
estern A

ustralia

の
六
つ
の
英
国
自
治

植
民
地
（B

ritish self-governing colonies

）
の
一
つ
で
州
都
の
メ
ル
ボ
ル
ン
近
辺
の
区
域
を
含
む
。
当
論
文
の
書
か
れ
た
当
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
独
立
し
た
議
会
を
有
す
る
自
治
植
民
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。）
や
、
カ
ナ
ダ
自
治
領
は
事
実
上
の
独
立
を
達
成

し
て
お
り
、
他
の
地
域
、
た
と
え
ば
イ
ン
ド
帝
国
な
ど
は
、
実
際
上
は
、
最
終
的
手
段
と
し
て
各
種
命
令
を
英
国
議
会
の
委
員
会
か
ら
授

権
さ
れ
る
官
吏
た
ち
に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
か
ら
判
断
さ
れ
る
に
、
最
も
厳
格
な
批
評
家
さ
え
も
、
英
国
立
憲
主
義
は
そ

の
顕
著
な
成
功
に
よ
り
栄
冠
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
英
国
議
会
が
非
常
に
重
大
な
数
々
の
過
ち
を
犯
し
て
来

た
こ
と
は
、
疑
い
な
き
事
実
で
あ
る
が
、
同
じ
事
は
、
有
史
以
来
存
在
し
て
き
た
全
て
の
統
治
機
関
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
得
る
。
現
実
上
、

世
界
の
統
治
に
費
や
さ
れ
た
、
も
し
く
は
、
統
治
に
足
り
得
た
人
類
の
叡
智
が
い
か
に
卑
小
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
今
や
万
人
の

口
に
膾
炙
す
る
箴
言
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
（
※
一
七
六
〇
年
か
ら

一
八
二
〇
年
：
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
時
の
英
国
王
）
及
び
そ
の
臣
下
が
、
植
民
地
支
配
に
関
し
て
示
し
た
、
無
能
さ
と
先
見
の
明
の
欠
如
が
、

過
小
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
可
能
性
は
、
大
い
に
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
そ
の
後
の
歴
史
の
中
で
、
合
衆
国
大
統
領
の
愚
行

と
無
能
が
、
英
国
諸
王
の
無
知
と
傲
慢
さ
と
、
同
様
の
無
残
な
結
果
を
残
す
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
未
来
の
歴
史
に
照
ら
し
て
の
み
、
答

え
う
る
疑
問
と
し
て
残
ろ
う
。
無
論
、
英
国
議
会
と
い
え
ど
も
、
大
き
な
失
敗
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
英
国
人
民
の
為
し
た
諸

成
果
と
秤
に
か
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
公
平
な
批
評
家
な
ら
ば
、
後
者
の
立
憲
政
治
を
信
頼
す
る
方
に
大
き
く
軍
配
を
挙
げ
る
に
違
い
な
い

（
i）

一
一
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
二
九
一
）

こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
英
国
は
、
何
時
の
時
代
で
も
、
そ
の
憲
法
の
お
陰
で
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
憲
法
の

下
で
、
多
く
の
民
族
が
難
破
す
る
に
至
っ
た
様
々
な
嵐
を
、
何
と
か
安
全
に
、
乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
憲
法
は
│
そ
の
中

に
は
我
々
の
司
法
機
関
全
て
が
包
摂
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
│
、
バ
ラ
戦
争
中
の
無
政
府
状
態
中
も
、
自
由
の
伝
統
を
維
持
し
て
き
た
し
、

貴
族
的
派
閥
政
治
の
騒
乱
が
英
国
民
の
活
力
を
破
壊
す
る
こ
と
も
阻
止
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
で
の
英
国
の
繁
栄
は
、

英
国
議
会
の
両
院
の
お
か
げ
と
言
う
よ
り
も
、
王
権
の
お
か
げ
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
主
張
の
真
実
は

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
代
議
制
機
関
が
、
祖
国
に
対
し
為
し
た
奉
仕
を
、
実
質
的
に
損
な
わ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
英
国

議
会
の
存
在
は
王
権
の
専
制
を
抑
制
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
国
王
の
権
力
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
専
制
的
権
力
の
行
使
を
英
国
民

の
福
利
に
裨
益
す
る
よ
う
な
様
々
な
経
路
へ
と
方
向
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
議
会
制
に
よ
り
、
英
国
は
、
我
々
が
宗
教
改
革
と
呼
ぶ
、

社
会
的
、
宗
教
的
変
革
を
成
功
裏
に
切
り
抜
け
て
き
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
を
確
立
す
る
希
望
を
叩
き
潰
し
た
悲
劇
や
、

ド
イ
ツ
の
統
合
と
繁
栄
を
何
世
代
も
の
間
遅
延
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
そ
の
悲
劇
の
一
〇
分
の
一
の
損
害
す
ら
、
英
国
は
、
被
っ
て
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
英
国
憲
法
の
存
在
が
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
専
制
に
対
し
て
英
国
民
を
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
、

究
極
的
に
、
領
国
に
宗
教
的
寛
容
の
時
代
を
確
立
せ
し
め
た
こ
と
は
、
い
か
な
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
爾
来
、
余
り

注
意
を
向
け
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
英
国
の
立
憲
主
義
は
、
一
七
世
紀
に
お
け

る
様
々
な
革
命
的
運
動
に
よ
り
動
揺
し
た
公
共
道
徳
を
、
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
時
代
と
ピ
ー
ル
の
時
代
と

を
比
べ
て
み
る
が
よ
い
。
そ
の
中
間
期
に
、
徐
々
に
高
い
公
共
精
神
が
復
活
し
た
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
比
較
か
ら
、

宗
教
改
革
前
の
英
国
議
会
の
欠
陥
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
英
国
の
各
政
治
機
構
に
は
、
公
共
生
活
の
一
般
的
特
質
の
改

善
を
可
能
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
促
進
す
る
何
ら
か
の
も
の
を
、
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
、
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
最
後

（
ii）

（
iii）

一
一
七



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
二
九
二
）

に
、
議
会
制
立
憲
主
義
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
時
代
と
そ
れ
に
続
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
時
代
の
対
フ
ラ
ン
ス
と
の
摩
擦
の
中
で
、
英
国
を
勝
利

に
導
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
長
い
平
和
状
態
の
中
で
、
英
国
は
、
革
命
の
害
悪
抜
き
に
、
諸
改
革
の
全
て
の
恩
恵
を
う

け
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
か
か
る
恩
恵
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
い
て
は
、（
仮
に
も
し
）
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
暴
力
と
不
正

義
を
対
価
と
せ
ず
に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
英
国
憲
法
の
兼
ね
備
え
る
安
定
性
と
柔
軟
性

が
、
世
界
の
現
代
人
の
感
性
に
不
朽
の
感
銘
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
、
疑
念
を
抱
き
得
る
者
は
何
人
も
居
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
代
議
制
統
治
に
信
を
置
く
こ
と
の
、
第
二
の
大
き
な
要
素
は
、
議
会
制
度
の
全
文
明
世
界
へ
の
拡
張
で
あ
る
。

こ
の
統
治
制
度
は
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
を
除
く
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
お
り
、
広
く
言
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
文
明
を
受
け
継
い
だ
全
て
の
国
に
敷
衍
し
て
お
り
、
つ
い
に
、
議
会
制
度
は
極
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
も
侵
食
し
た
。
日
本
人
の
度
を
過
ぎ

た
と
は
言
わ
ぬ
が
異
常
な
模
倣
性
は
、
彼
ら
を
し
て
、
ま
る
で
魔
法
の
杖
の
一
振
り
で
の
よ
う
に
、
現
代
立
憲
制
度
の
コ
ピ
ー
も
し
く
は

下
手
な
戯
画caricature

を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
せ
し
め
た
。
彼
ら
日
本
人
は
、
今
や
、
立
憲
君
主
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
内

閣
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
議
会
多
数
派
を
代
表
す
る
閣
僚
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
対
立
政
党
を
有
し
て
い
る
し
、
自
身
の
議
事

妨
害
手
段
を
有
し
て
お
り
、
最
新
の
民
主
制
統
治
の
美
点
の
み
な
ら
ず
、
欠
点
ま
で
を
再
生
産
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
製
品
の
東
洋
国
に
よ
る
輸
入
が
、
日
本
に
と
り
有
益
足
り
え
た
の
か
は
、
時
の
経
過
の
み
が
答
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
く
議
会
制
の
伝
統
の
存
し
な
い
、
東
洋
の
こ
の
一
種
族
に
よ
る
、
立
憲
主
義
の
現
行
諸
形

態
の
採
用
は
、
今
日
の
現
代
人
に
と
っ
て
代
議
制
統
治
は
文
明
国
も
し
く
は
進
歩
主
義
的
国
家
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
、
決
定
的
証
拠
で
も
あ
る
。

か
か
る
見
解
の
現
状
は
、
全
く
も
っ
て
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
制
度
の
健
全
性
は
、
そ
れ
ら
が
実
際
の
と
こ
ろ

一
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依
拠
す
る
様
々
な
事
実
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
視
し
う
る
、
諸
種
の
考
察
と
い
う
も
の
が
存
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
英
国
の
憲
法
史
は
変
則
的
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
、
例
外
的
で
さ
え
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
英
国
人
民
の
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
、
他
国
の
居
住
者
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
、
注
意
深
い
理
論
家
な
ら
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
手
元
に
あ
る
事
実
の
う
ち
か
ら
一
例
を
供
す
の
み
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
英
国
の
島
国
的
特
質
が
、

英
国
の
諸
種
の
自
由
権
を
、
そ
の
破
壊
か
ら
救
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
、
も
し
く
は
、
強
力
な
近
隣
諸
国
か
ら
の
攻
撃

に
晒
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政
権
の
権
威
強
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
終
的
に
は
大
規
模
な
常
備
軍
の
維
持
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
国
々
に
お
い
て
、
か
か
る
自
由
権
が
い
か
に
し
て
、
英
国
に
お
い
て
深
く
根
を
張
り
、
徐
々
に
進
展
し
得
た
の
か
を
理
解
す
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
今
日
に
お
い
て
は
、
議
会
が
そ
の
権
威
の
基
礎
を
確
立
し
た
時
代
に
、
英
国
の
諸
種
の
軍
隊
が
い
か
に

取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
実
際
、
あ
る
危
機
に
際
し
て
、
英
国
の
自
由
の
保
護
の
た
め

に
、
常
備
軍
が
設
立
さ
れ
、
一
人
の
成
功
し
た
将
軍
に
無
限
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
か
か
る
英
国
議
会
の
自
由
を
代

表
し
て
、
兵
力
を
使
用
せ
ん
と
す
る
試
み
は
、
あ
る
好
都
合
な
状
況
下
で
為
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
文
民
教
育
を
受
け
て

い
た
し
、
彼
の
兵
隊
は
共
和
主
義
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
実
験
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
常
備
軍
の
優
位

性
は
、
英
国
人
民
の
諸
種
の
自
由
と
相
容
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
か
つ
、
王
政
復
古
は
王
権
の
勝
利
と
言
う
よ
り
は
更
な
る
議

会
側
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
連
合
王
国
は
過
去
の
世
代
の
英
国
民
が
、
そ
れ
な
り
に
も
っ
と
も
な
理
由
を
持
っ
て
、
市

民
的
自
由
へ
の
脅
威
と
見
な
し
て
来
た
、
そ
の
各
種
軍
隊
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
英
国
諸
軍
は
、
大
英
帝
国
全
域
の
防
衛

の
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
軍
隊
は
必
ず
し
も
大
規
模
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
海
軍
と
い

う
も
の
は
、
極
め
て
稀
な
事
例
を
の
ぞ
い
て
は
、
革
命
を
引
き
起
こ
す
手
段
と
し
て
は
使
用
不
能
な
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
英
国
議
会

一
一
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と
い
う
も
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
最
大
の
要
点
な
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
は
英
国
の
制
度
の
不
可
欠
な
一
部
に
ま
で

な
っ
て
お
り
、
全
英
国
人
民
に
と
り
、
英
国
議
会
的
思
想
及
び
英
国
議
会
的
伝
統
と
い
う
も
の
が
骨
の
髄
ま
で
浸
潤
し
て
来
て
い
る
の
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
今
日
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
護
に
最
も
熱
心
な
自
由
の
友
人
で
さ
え
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
政
権
下
で
反
乱
を
起
こ
し
、
英

国
議
会
を
解
散
さ
せ
た
連
隊
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
諸
軍
の
編
成
を
、
無
頓
着
か
つ
無
防
備
に
目
撃
し
得
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
私
の
言
わ
ん
と
す
る
事
を
、
こ
れ
以
上
詳
説
す
る
要
は
な
か
ろ
う
。
英
国
史
か
ら
も
、
他
国
の
数
百
年
来
に
渡
る
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
英
国
の
例
外
的
歴
史
と
は
全
く
発
達
を
異
に
す
る
国
々
に
、
英
国
の
諸
制
度
を
成
功
裏
に

移
植
す
る
こ
と
が
ど
の
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
は
、
極
め
て
、
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
英
国
人
の
経
験
を
引
き
合
い

に
、
議
会
制
統
治
が
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
的
国
民
の
需
要
に
応
え
得
る
政
体
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
、

確
実
に
早
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
対
す
る
証
明
は
、
我
々
に
と
っ
て
の
第
二
の
偉
大
な
事
実
、
つ
ま
り
、
議
会
制
統
治
の
世
界
中
へ
の
伝
播
に
よ
っ
て
齎
さ

れ
る
は
ず
だ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
思
想
家
で
あ
れ
、
模
倣
と
い
う
人
間
行
為
が
い
か
に
計
り
知
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
を
知
悉
す
る
者
な
ら
ば
、

あ
る
流
行
が
急
速
に
拡
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
、
即
、
か
か
る
流
行
が
あ
る
国
家
の
特
定
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
と
、
結
論
付
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
に
お
い
て
は
、
流
行
と
い
う
も
の
は
全
能
で
あ
る
。
議
会
制

統
治
は
、
こ
の
半
世
紀
に
流
行
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
代
議
制
機
関
を
各
自
続
い
て
採
用
し
た
各
国
民
は
、
繁
栄
し
て
権
力
の
あ
る
と
自

身
が
称
賛
し
た
近
隣
諸
国
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
自
然
な
欲
望
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
行
為
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
家
た
ち
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
強
大
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
、
思
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼

一
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ら
は
、
当
世
流
行
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
政
治
的
よ
そ
お
い
を
採
用
し
、
身
に
ま
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら
自
身
が
、
燕
尾
服

と
山
高
帽
を
身
に
ま
と
っ
て
み
せ
た
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
の
よ
う
な
格
好
を
し
た
い
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
家
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
称
号
や
法
を
採
用
し
た
、
フ
ラ
ン
ク
人
達
や
ロ
ン
バ
ル
ド
人
達
と
、
正
に

同
じ
行
動
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
仮
に
も
し
、
日
本
の
西
洋
慣
習
を
習
得
し
た
い
と
い
う
欲
望
が
、
ル
イ
一
四
世
が
西
洋
列
強
の
中
で
最

も
賞
賛
さ
れ
て
い
た
時
代
に
起
こ
っ
た
の
な
ら
ば
、
日
本
人
政
治
家
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
範
を
お
い
た
行
政
制
度
を

構
築
し
、
ロ
ン
ド
ン
と
言
う
よ
り
は
パ
リ
の
流
行
に
従
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
間
本
性
の
盲
従
性
と
い
う
も
の

は
、
あ
る
特
定
の
民
族
も
し
く
は
国
家
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
現
代
の
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
も
し
く
は
、
メ
キ
シ
コ
の
政

治
家
達
は
、
各
自
違
っ
た
形
式
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
支
配
的
で
あ
っ
た
各
流
行
に
追
従
し
て
き
た
。
あ
る
国
家
の
国
制
が
、

議
会
制
君
主
制
で
あ
れ
、
中
央
集
権
化
し
た
共
和
国
家
で
あ
れ
、
連
邦
制
共
和
国
で
あ
れ
、
多
く
の
場
合
は
、
あ
る
特
定
の
政
治
形
態
が

与
え
ら
れ
た
、
あ
る
民
族
の
需
要
を
満
足
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
何
ら
の
合
理
的
確
信
を
も
伴
わ
ず
に
、
各
国
の
憲
法
制
定
者
の
各
時
代

に
支
配
的
で
あ
っ
た
流
行
に
追
随
し
よ
う
と
い
う
無
意
識
の
欲
望
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
国
家
の
憲
法
制

定
者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
っ
た
国
々
の
各
時
代
の
支
配
的
威
信
に
お
も
ね
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
議
会
制
統
治
は
、
比
較
的
最
近
に
発
明
さ
れ
た
政
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
蒸
気
エ
ン

ジ
ン
や
電
報
な
ど
と
い
っ
た
、
他
の
人
間
の
発
明
の
才
に
よ
る
製
品
同
様
、
そ
の
様
々
な
国
で
の
採
用
の
事
実
は
、
一
部
に
は
、
そ
の
証

明
さ
れ
た
有
用
性
に
よ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
議
会
的
諸
機
構
の
敷
衍
は
、
そ
れ
を
採
用
し
た
国
家
に
よ
っ
て
有

用
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
、
と
の
推
定
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
二
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か
か
る
所
見
は
、
明
ら
か
な
真
実
で
は
あ
る
が
、
二
つ
の
考
察
か
ら
そ
の
力
を
削
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
我
々
が
問
題
と
し

て
い
る
政
治
的
流
行
は
、
歴
史
的
に
は
、
比
較
的
最
近
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
一
七
八
八
年
、
つ
ま
り
、
革
命
の
ド
ラ
マ
を
開
始

し
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
三
部
会
が
招
集
さ
れ
る
前
年
に
お
い
て
は
、
お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
議
会
的
機
構
と
い
う
も
の
は
、
英
国
人
民
の
み

の
所
有
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
種
の
議
会
制
度
は
、
英
国
お
よ
び
そ
の
植
民
地
と
自
治
保
護
領
で
あ
っ
た
国
々
に
し
か
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、
議
会
が
今
日
同
様
に
権
力
を
有
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
議
会
は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
ま
さ
に
廃
止
さ
れ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
両
者
と

も
に
お
い
て
王
権
の
勝
利
は
か
か
る
人
民
の
自
発
的
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
議
会
制
立
憲
主
義
の
有
用
性
に
対
す
る
人

民
の
感
傷
ほ
ど
、
あ
て
に
な
ら
ず
、
移
ろ
い
や
す
い
も
の
は
、
他
に
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
社
会
的
不
平
等
及
び
政
治
的
専
制
に
抵

抗
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ご
く
当
然
の
こ
と
わ
り
と
し
て
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
最
も
成
功
的
で
あ
っ
た
、
人
民
統
治
の
一
形
態

へ
の
情
熱
に
、
火
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
る
一
時
点
で
は
、
議
会
制
度
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
に
お
い
て
確
立
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
予
測
す
る
こ
と
は
、
全
く
合
理
的
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
期
待
は
裏
切
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
言
論
の
自
由
に
、
一
層
敵
対
的
な
、
啓
蒙
専
制
君
主
制
の
一
形
体
を
発
明
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る

が
、（
※
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
権
の
弾
圧
し
た
）
こ
の
言
論
の
自
由
こ
そ
が
、
同
革
命
が
破
壊
し
動
揺
せ
し
め
た
封
建
君
主
制
度
よ
り
も
、
正
に
、

（
※
英
国
の
）
議
会
制
統
治
の
魂
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
没
落
は
、
英
国
型
立
憲
主
義
を
流
行
せ
し
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
の
転
覆
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
英
国
の
勝
利
も
、
議
会
の
自
由
へ
の
信
仰
を
、
本
来
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
普
及
せ

し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
五
年
時
点
で
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

ペ
イ
ン
半
島
の
諸
国
な
ど
幾
つ
か
の
重
要
国
に
お
い
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
英
国
の
自
由
の
先
進
性
を
模
倣
し
た
立
憲
君
主
政
体
を
採

一
二
二
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用
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
中
に
は
、
か
か
る
模
倣
は
現
実
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

よ
り
、
遥
か
に
単
な
る
名
目
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
五
年
に
お
い
て
も
、
英
国
で
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
自

由
の
領
域
」
は
進
展
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
領
域
獲
得
に
対
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
ほ
ぼ
全

域
に
お
い
て
、
専
制
的
独
裁
制
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
対
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
今
度
は
、
一
八
五
八

年
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
我
々
は
、
一
八
四
八
年
革
命
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
無
駄
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
一
つ
か
二
つ
の
国
、
特
に
、

ピ
エ
モ
ン
ト
と
ス
イ
ス
に
お
い
て
、
恒
久
的
な
議
会
制
統
治
の
形
体
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か

る
進
展
は
、
別
の
後
退
に
よ
り
帳
消
し
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
帝
政
が
再
興
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
│
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
る
裏
切
り
が
い
か
に
憎
む
べ
き
も
の
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
│
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
積
極
的
賛
成
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
、（
※

権
威
主
義
的
復
興
帝
政
へ
の
）
黙
従
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
は
、
そ
の
他
の
特
質
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
、
一
貫
し
て
議
会
制
統
治
を
否
定
し
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
否
定
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
帝
国
を
盟
主
と
し
た
ド
イ
ツ
同
盟
の
国
々
に
お
い
て
は
、
専
制
に
よ
る
支
配
が
強
化
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
憲
法
的
諸
権
利
は
破

壊
さ
れ
た
。
こ
の
一
八
五
八
年
と
い
う
年
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
た
。
翌
一
八
五
九
年
に
は
、

イ
タ
リ
ア
の
一
部
を
開
放
し
た
戦
争
に
よ
り
、
何
ら
か
の
新
時
代
と
い
っ
て
い
い
も
の
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
年
以
降
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
議
会
が
再
導
入
、
再
確
立
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
重
要
で
は
あ
る
も
の

の
、
我
々
を
し
て
議
会
制
統
治
に
対
す
る
あ
る
世
論
の
変
化
を
等
閑
視
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
あ
る
国
民
が
、
あ
る
時
代
の
流
行
に
従
っ
て
議
会
制
度
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
流
行
の
移
ろ
い
に
伴
い
、
議
会
制
統

治
の
シ
ス
テ
ム
を
、
放
棄
し
え
た
と
い
う
可
能
性
を
証
明
す
る
の
み
で
、
議
会
制
民
主
主
義
と
い
う
発
明
が
、
人
類
に
明
ら
か
な
る
恩
恵

一
二
三
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を
施
し
て
き
て
、
最
早
、
人
類
は
そ
れ
を
放
棄
し
よ
う
と
し
な
い
し
、
む
し
ろ
、
放
棄
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
よ
う
な
他
の
発
明
と
、
同

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
主
張
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
議
会
制
統
治
制
度
の
永
久
性
に
対
す
る
信
仰
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
狭
隘
、
か
つ
、
不
安
定
な
、
歴
史
的
事
実
と
い
う

基
礎
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
信
仰
は
、
我
々
が
見
て
き
た
よ
う
に
、

第
一
に
、
英
国
憲
法
の
明
ら
か
な
成
功
と
、
第
二
に
、
こ
こ
一
五
〇
年
間
ほ
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
事
実
の
重
み
に
対
し
て
、
そ
の
恒
常
的
重
要
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
対
置
し
う
る
の
は
、
い
か
な
る
公
平
な

観
察
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
得
ぬ
、
あ
る
一
つ
の
現
象
で
あ
る
。

議
会
に
対
す
る
信
仰
は
、
そ
の
失
墜
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
議
会
制
統
治
の
採
択
さ
れ
た
地
域
の
進
展
に
正
比
例
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
、
代
議
制
統
治
の
倫
理
的
権
威
や
威
信
も
失
墜
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
一
九
世
紀
中
頃
と
い
う
、
ご
く
最
近
ま
で
の
世
論
の
状
況
を
知
る
齢

よ
わ
い

に
あ
る
者
に
は
、
明
白
た
る
事
実
で
あ
る
。

一
八
四
八
年
革
命
が
社
会
改
革
者
や
革
命
家
た
ち
に
、
彼
ら
の
理
論
を
実
行
に
移
す
、
た
と
え
一
過
性
の
も
の
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
思

い
が
け
ぬ
機
会
を
提
供
し
た
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
、
相
次
い
で
「
憲
法constitution

」
設
置
の
要
求
が
起
こ
っ
た
の
で
あ

る
。
当
時
、「
憲
法
」
と
い
う
、
こ
の
言
葉
の
意
味
し
た
も
の
は
、
常
に
、
議
会
制
統
治
の
導
入
も
し
く
は
伸
長
を
内
包
し
て
い
た
。

ま
っ
た
く
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
に
お
い
て
は
、
自
由
の
進
展
を
望
む
者
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
の
代
議
制

機
関
が
文
明
社
会
全
域
を
通
じ
て
人
類
に
対
し
最
大
の
恩
恵
を
恵
与
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疑
う
よ
う
な
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
居
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
に
関
し
て
だ
け
は
、
マ
コ
ー
レ
ー
や
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
、

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
い
っ
た
英
国
の
政
治
家
達
が
、
カ
ブ
ー
ル
な
ど
の
大
陸
の
議
会
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
や
コ

（
iv）

（
v
）

（
vi）

（
vii）

（
viii）

一
二
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シ
ュ
ー
ト
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
と
い
っ
た
非
常
に
違
っ
た
タ
イ
プ
の
革
命
主
義
者
た
ち
と
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
普
遍
的
な
議
会
制
統
治
へ
の
信
仰
と
、
今
日
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
議
会
制
統
治
へ
の
懐
疑
主
義
と
を
比
べ
て

み
る
が
い
い
。
今
日
、
全
世
界
か
ら
い
た
る
と
こ
ろ
で
議
会
的
機
関
に
対
す
る
批
判
や
非
難
が
聞
か
れ
る
。
こ
れ
ら
全
て
は
「
パ
ー
ラ
メ

ン
タ
リ
ズ
ムP

arliam
entarism

」
の
一
語
で
尽
く
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
パ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
到
底
ま
と

も
な
英
語
で
は
な
い
が
、
マ
レ
ー
博
士D

r M
urray

の
英
語
辞
典
（
※
要
す
る
に
、O

E
D

）
の
、
い
か
に
聞
き
な
れ
ぬ
言
葉
で
も
英
語
を

書
こ
う
と
志
す
人
類
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
単
語
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
単
語
で
も
登
録
し
よ
う
と
す
る
見
境
な
い
と
は
い
え
ぬ
ま
で
も
、

太
っ
腹
な
博
愛
主
義
に
対
し
て
、
今
や
、
正
当
な
請
求
権
を
主
張
し
う
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
大
陸
起
源
で
あ

り
、
英
国
人
に
は
ご
く
最
近
ま
で
無
縁
で
あ
り
非
常
に
不
自
然
で
さ
え
あ
る
、
あ
る
思
想
、
つ
ま
り
、「
議
会
制
統
治
の
倫
理
的
崩
壊
」
を

意
味
す
る
。

も
っ
と
も
、
一
方
で
確
か
に
一
過
性
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
議
会
制
立
憲
主
義
の
陥
っ
た
、
か
か
る
不
信
の
証

拠
を
挙
げ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
増
大
す
る
厳
格
性
と
瑣
末
主
義
（
│
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
ア
メ
リ
カ
共
和
国

の
ほ
ぼ
全
州
に
名
目
で
は
な
く
現
実
と
し
て
存
在
す
る
状
況
な
の
で
あ
る
│
）、
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
制
、
熟
考
さ
れ
た
比
例
代
表
制
度

導
入
へ
の
提
言
、
何
千
も
の
人
々
が
有
す
る
感
情
を
制
御
し
う
る
者
の
ほ
と
ん
ど
居
な
い
よ
う
な
言
葉
で
語
ら
れ
る
才
気
が
あ
り
重
要
な

思
想
家
た
ち
に
よ
る
政
党
制
度
へ
の
非
難
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
少
な
く
と
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
選
出
さ
れ
た
議
会
が
偉
大
な

国
民
の
最
悪
の
部
分
を
代
表
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
よ
う
な
、
代
表
制
度
に
対
す
る
広
く
行
き
渡
っ
た
不
信
と
い
う
も
の
の
証
左
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
観
察
者
が
否
定
し
え
ぬ
世
論
の
状
況
に
対
し
、
こ
れ
以
上
証
拠
を
積
み
立
て
る
こ
と
は
無
益
で
あ

ろ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
の
私
の
目
的
と
し
て
重
要
な
の
は
そ
の
原
因
の
特
定
で
あ
る
。

（
ix）

（
x
）

（
xi）
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か
か
る
原
因
は
三
つ
ほ
ど
の
項
目
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
に
、
代
表
制
統
治
の
採
用
の
敷
衍
が
議
会
か
ら
そ
の
権
威
を
奪
い
去
っ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

代
表
制
立
法
府
を
有
す
る
国
家
が
、
極
く
少
数
に
限
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
、
そ
の
国
家
が
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
た
限
り
に
お
い
て

は
、
か
か
る
国
家
の
繁
栄
を
彼
ら
の
賞
賛
す
べ
き
憲
法
に
帰
し
、
自
ら
の
立
法
者
に
な
る
権
利
を
獲
得
し
た
い
か
な
る
国
民
に
も
繁
栄
が

約
束
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
情
熱
的
な
議
会
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
人
民
を
代
表
す
る
議
会
は
、
そ
の
人
民

を
益
す
る
全
て
の
立
法
を
為
す
で
あ
ろ
う
と
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
法
改
革
者
も
し
く
は
博
愛
主
義
者
自
身
が
恩
恵
的
で
あ
る
と
信
じ
た

全
て
の
立
法
が
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
信
じ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
革
命
時
の
危
機
的
状
況
下
で
は
、
賢
明
で

経
験
豊
か
な
人
々
を
す
ら
不
当
に
影
響
せ
し
め
た
、
か
か
る
甘
や
か
な
期
待
と
い
う
も
の
は
、
糠
喜
び
の
水
泡
と
帰
す
運
命
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
今
日
と
な
っ
て
は
、
い
か
な
る
国
家
で
す
ら
議
会
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
繁
栄
の
度
合
い
は
、
各
国
に
よ
り
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
代
表
制
制
度
を
採
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
国
民
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
、
我
々
は
確
実
に
理
解

し
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
と
い
う
立
法
府
は
、
そ
の
選
挙
民
の
叡
智
の
み
な
ら
ず
、
愚
行
ま
で
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
立
法
は

し
ば
し
ば
人
類
の
暗
愚
の
端
的
な
記
録
で
さ
え
あ
る
。
そ
の
う
え
、
あ
る
一
人
の
改
革
者
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
る
立
法
は
、
別
の
改
革
者

の
最
も
強
固
な
確
信
に
対
し
矛
盾
す
る
。
そ
れ
が
国
王
で
あ
れ
、
議
会
で
あ
れ
、
民
衆
会
議
で
あ
れ
、
立
法
者
か
ら
提
起
さ
れ
る
法
案
と

い
う
も
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
の
と
同
数
の
反
対
者
を
立
腹
せ
し
め
な
い
よ
う
な
の
も
の
は
、
歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た

し
、
爾
後
、
未
来
に
お
い
て
も
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
楽
観
主
義
者
と
は
決
し
て
呼
ば
れ
得
ぬ
人
々
に
よ
り
、
人
民
に
よ
る
統
治
の
敷
衍
か
ら
期
待
し
う
る
よ
う
な
利
点
の
幾
つ
か

で
さ
え
、
現
実
の
と
こ
ろ
は
、
現
代
お
い
て
代
表
制
機
関
の
存
在
を
享
受
し
て
い
る
諸
国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
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こ
の
事
の
一
例
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の
最
高
の
賢
人
た
ち
に
よ
り
、
新
し
い
イ
タ

リ
ア
国
民
の
出
現
が
期
待
さ
れ
て
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
外
国
に
寸
断
さ
れ
、
僧
職
者
に
よ
る
暴
政
と
迫
害
に
よ
る
知

的
暗
黒
状
況
と
い
う
最
悪
の
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
新
生
イ
タ
リ
ア
が
高
い
天
禀
と
揺
る
ぎ
な
い
愛
国
心
を
有
す
る
傑
物
を
多
く
輩

出
す
る
は
ず
で
あ
る
と
全
知
識
人
が
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
国
勢
力
の
駆
逐
と
市
民
的
及
び
宗
教
的
自
由
の
導
入
に
よ
り
、
イ
タ
リ

ア
は
再
生
し
、
人
格
的
に
も
知
性
的
に
も
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
市
民
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

と
、
自
信
を
持
っ
て
、
そ
う
考
え
ら
れ
た
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
は
、
他
の
世
界
の
諸
国
と
同
程
度
に
、
自
由
で
は
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

二
五
年
間
、
イ
タ
リ
ア
は
、
そ
の
憲
法
に
絶
対
的
に
忠
実
で
あ
る
立
憲
君
主
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
自
由
に
選
挙
さ
れ
た
議
会
に
よ
り
統
治

さ
れ
て
来
て
お
り
、
今
現
在
も
そ
の
よ
う
に
統
治
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
友
人
た
ち
に
よ
り
賭
け
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
へ
の
期
待
は
失
望
に

終
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
あ
る
歴
史
的
逆
説
の
目
撃
者
と
な
る
よ
う
、
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
勢
力
や
、

専
制
君
主
や
、
僧
職
者
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
統
治
・
支
配
は
、
歴
史
が
そ
の
名
前
を
容
易
に
は
忘
れ
え
ぬ
多
く
の
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
を
輩
出

し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
現
代
の
イ
タ
リ
ア
の
自
由
と
独
立
は
、
外
部
世
界
か
ら
見
る
限
り
に
お
い
て
、
取
る
に
足

ら
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
当
世
の
名
声
は
剥
奪
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
代
わ
り
、
死
後
の
批
判
・
不
名
誉
か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
大
方
の
と
こ
ろ
満
足
を
見
出
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
愚
に
も
つ
か
ぬ
政
治
家
た
ち
以
外
の
、
何
者
も
生
み
出
し
て

は
い
な
い
。
今
の
イ
タ
リ
ア
の
ど
こ
に
、
カ
ブ
ー
ル
や
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
や
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
や
マ
ニ
ン
の
後
継
者
が
居
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
？
ロ
ー
マ
議
会
の
ど
こ
に
も
、
そ
の
よ
う
な
者
は
、
見
い
出
し
得
ぬ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
正
気
の
人
間

な
ら
、
誰
も
、
専
制
的
政
治
の
復
活
を
希
望
す
る
よ
う
な
者
も
、
イ
タ
リ
ア
に
は
天
禀
と
偉
大
性
を
兼
ね
備
え
た
人
物
が
過
去
に
居
続
け

て
き
た
し
、
今
現
在
で
も
居
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疑
う
よ
う
な
者
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
私
は
補
足
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で

（
xii）
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ま
っ
た
く
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ
ろ
多
く
の
観
察
者
た
ち
の
目
に
は
、
現
代
型
議
会
制
立
憲
主
義
が
、
知
恵
と
誠
実

者
を
兼
ね
備
え
た
指
導
者
に
よ
る
指
導
を
希
求
し
て
い
る
の
が
確
実
な
そ
の
イ
タ
リ
ア
と
い
う
国
家
に
奉
仕
す
る
最
良
か
つ
最
も
崇
高
な

人
物
を
与
え
う
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
の
上
、
代
議
制
統
治
が
自
由
の
最
良
の
果
実
の
生
育
に
近
年
失
敗
し
た
国
は
、

な
に
も
イ
タ
リ
ア
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
に
、
現
代
的
生
活
の
数
々
の
状
況
は
、
代
議
制
議
会
か
ら
、
そ
の
威
厳
を
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

世
評
と
い
う
も
の
は
公
的
・
政
治
的
生
活
に
か
か
せ
ぬ
も
の
と
は
い
え
、
同
時
に
、
そ
の
破
綻
の
種
で
も
あ
る
。
英
国
人
民
が
庶
民
院

を
尊
敬
す
る
こ
と
も
、
私
が
推
測
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
人
民
が
そ
の
下
院
を
尊
敬
す
る
こ
と
も
、
仮
に
英
国
議
会
や
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会

の
議
論
の
毎
日
の
記
録
を
読
む
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
よ
り
た
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
確
か
に
、
何
ら
か
の
価
値
を

持
っ
た
著
作
の
中
で
、
う
ら
わ
び
し
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
議
会
議
事
録
・
ハ
ン
サ
ー
ド
に
比
す
る
の
も
の
は
稀
で
あ
ろ
う
。
概
し
て
、

現
代
社
会
は
、
出
版
の
自
由
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
庶
民
院
が
記
者
た
ち
に
対
し
て
持
つ
本
能
的
反
感
と
い
う
も

の
は
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
新
聞
各
社
は
、
不
可
避
的
に
、
議
会
制
統
治
の
く
だ
ら
な
い
威
厳
の
な
い
部
分
を
、
外
の
世
界
に
対
し

提
示
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
の
今
日
に
お
い
て
、
英
国
議
会
の
議
員
に
見
出
さ
れ
る
才
能
の
量
と
い
う
も
の
が
、
一
八
世

紀
末
の
前
任
者
た
ち
の
そ
れ
に
劣
る
と
信
ず
る
に
足
る
何
の
有
効
な
根
拠
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の

重
大
な
差
異
が
存
す
る
。
そ
の
才
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
現
在
で
は
、
全
て
の
国
会
議
員
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
世
人
の
目
に

晒
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
全
て
、
我
々
の
中
の
偉
大
な
人
物
の
弱
い
様
々
な
側
面
を
知
っ
て
お
り
、
よ
り
た
ち
の
悪
い
こ
と
に
は
、
第
二

級
や
第
三
級
の
我
ら
が
政
治
家
た
ち
が
全
く
あ
り
ふ
れ
た
凡
人
で
あ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
世
紀
の
終
わ
り
に
は
、
大

衆
の
大
部
分
に
知
ら
れ
て
い
た
二
、
三
の
限
ら
れ
た
人
間
と
い
う
の
は
指
導
者
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
指
導
者
達
は
大
衆
の
前
に
丸
裸

一
二
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で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
無
か
っ
た
。
た
っ
た
五
〇
年
前
で
す
ら
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿
は
ブ
ラ
イ
ト
氏
の
「
地
方
・
田
舎
で
の
政
治

家
の
お
目
見
え
」
を
嘲
笑
し
た
。
か
か
る
嘲
笑
は
、
当
時
に
お
い
て
で
す
ら
、
い
さ
さ
か
時
代
遅
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
に
お
い

て
は
、
か
え
っ
て
、
な
お
一
層
、
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
地
方
で
の
お
目
見
え
」
は
、
こ
こ
二
〇
年
余
り
の
期
間
に
お
い
て
は
、

指
導
者
た
ら
ん
と
熱
望
す
る
、
最
上
の
者
か
ら
最
下
等
の
者
に
ま
で
至
る
、
全
政
治
家
の
主
要
な
業
務
と
化
し
て
き
て
い
る
。

第
四
に
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
ご
と
き
明
敏
な
観
察
者
を
し
て
も
認
識
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
、
議
会
制
度
の
陥
り
や
す
い
二
つ
の
弱
点
、

も
し
く
は
、
病
弊
が
、
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

第
一
の
弊
害
は
、「
少
数
者
に
よ
る
専
制
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
絶
対
的
少
数
者
に
よ
る
各
種
議
事
妨

害
手
段
に
よ
り
多
数
者
の
意
思
が
歪
め
ら
れ
、
立
法
府
の
権
威
の
み
な
ら
ず
、
効
率
性
す
ら
、
台
無
し
に
さ
れ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。

こ
の
弊
害
は
、「
強
制
的
討
論
終
結
手
続closure

」
と
い
う
適
切
な
善
後
策
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
、
我
々
は
む
ろ
ん
承
知
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
議
事
妨
害
手
段
に
対
し
て
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
唯
一
の
対
抗
手
段
と
い
う
も
の
は
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
よ
う
な
議
会
制
主

義
者
の
視
点
か
ら
は
、
そ
れ
が
治
癒
す
る
病
弊
と
同
程
度
に
、
質た

ち

の
悪
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
強
制
的
討
論
終
結
手
続
と
い

う
も
の
は
、
議
論
に
よ
る
統
治
に
不
可
欠
な
自
由
な
討
論
そ
の
も
の
に
終
止
符
を
打
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
を
免
除
し
う
る
と
い

う
可
能
性
は
、
議
会
の
倫
理
的
権
威
と
い
う
も
の
に
、
致
命
的
な
思
考
、
つ
ま
り
、
議
会
に
お
け
る
討
論
に
は
な
ん
の
重
要
性
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
病
弊
は
、
公
正
に
創
出
さ
れ
た
各
選
挙
区
か
ら
、
そ
れ
も
公
正
に
選
出
さ
れ
た
議
会
が
、
重
要
な
案
件
に
お
い
て
す
ら
、
国
民

の
各
種
要
望
を
代
表
し
そ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
危
険
性
は
ハ
ラ
ム
や
フ
リ
ー
マ
ン
や
バ
ジ
ェ
ッ
ト
と
い
っ
た
旧
来
の
憲
法

論
者
の
著
作
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
か
、
ま
っ
た
く
警
告
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
（
※
議
会
が

（
xiii）

（
xiv）

（
xv）

一
二
九



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
四
）

国
民
の
見
解
の
代
表
す
る
こ
と
に
お
け
る
）
失
敗
の
悪
評
は
、
現
代
で
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
各
州
の
市
民
が
、
憲
法
制

定
会
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
改
正
を
拒
否
す
る
時
や
、
ス
イ
ス
人
民
が
リ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ムR

eferendum

に
よ
り
連
邦
議
会
を
通
過
し
た

法
案
に
拒
否
権
を
発
動
す
る
時
、
新
し
く
選
出
さ
れ
た
英
国
庶
民
院
が
解
散
さ
れ
た
ば
か
り
の
庶
民
院
に
よ
っ
て
通
過
さ
れ
た
法
案
を
絶

対
的
多
数
で
弾
劾
す
る
時
、
か
か
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
、
代
表
制
機
関
が
そ
の
選
挙
民
の
諸
種
の
要
望
を
反
映
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
代
表
制
議
会
の
側
で
、
そ
の
主
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
事
実
は
、
必
ず
し
も
議
会

の
構
成
員
の
側
か
ら
の
、
裏
切
り
行
為
や
非
行
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
ス
イ
ス
人
民
は
、

彼
の
法
案
を
ス
イ
ス
人
民
自
身
が
廃
案
に
し
て
き
た
当
の
議
員
の
ま
さ
に
そ
の
議
席
を
何
度
も
再
選
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
面
の

私
の
目
的
の
た
め
に
は
、
直
接
民
主
制
の
各
短
所
長
所
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
、
何
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
も
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
唯

一
、
こ
こ
で
主
張
し
た
い
こ
と
は
、
代
議
制
機
関
が
そ
の
選
挙
民
を
代
表
し
損
な
う
可
能
性
に
よ
り
、
議
会
の
権
威
が
減
ぜ
ら
れ
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

最
後
に
、
各
国
議
会
は
会
議
・
議
会
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
本
質
か
ら
、
為
す
こ
と
に
向
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
あ
る
仕
事
を
す
る

よ
う
に
近
年
仕
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
信
用
喪
失
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
古
来
の
英
国
議
会
に
つ
い
て
も
確
か
に
当
て
は
ま
る
。
一
八
世
紀
末
も
し
く
は
こ
の
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
代
表

制
統
治
の
各
種
利
点
を
称
揚
し
た
改
革
者
た
ち
の
目
的
は
、
主
に
、
個
人
の
自
由
の
行
使
の
妨
げ
と
な
る
全
て
の
独
占
状
態
や
特
権
を
破

壊
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
今
や
、
破
壊
の
目
的
の
た
め
に
は
、
人
民
会
議
が
最
良
の
道
具
で
あ
る
。
長
期
議
会
は
、
二
つ
の
短
い
王
令
に

よ
り
英
国
の
君
主
制
と
貴
族
院
を
廃
止
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
会
議
は
、
一
夜
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
封
建
制
度
の
残
滓
を
破
壊
し
た
。
あ

る
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
に
よ
り
、（
そ
れ
は
）「
濫
用
的
特
権
の
抹
消S

t. B
artholom

ew
 of A

buses

」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
こ
の

（
xvi）

（
xvii）

一
三
〇



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
五
）

一
七
八
九
年
八
月
四
日
の
事
態
は
、
実
際
に
は
、
国
民
会
議
が
意
図
し
た
よ
う
な
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
「
旧
体
制
・
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ

ジ
ー
ム
」
の
一
掃
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
的
失
敗
は
、
い
か
な
る
国
家
の
土
地
法
改
革
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
廃
止

す
る
諸
法
を
、
何
ら
か
の
新
し
く
て
よ
り
良
い
制
度
に
代
替
す
る
建
設
的
立
法
抜
き
に
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
由
来
す
る
。

な
に
も
、
革
命
時
の
会
議
だ
け
が
、
破
壊
が
得
意
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
弾
圧
す
る
刑
事
立
法
の
廃
止
、
保
護
貿
易

主
義
の
全
形
式
の
撤
廃
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
の
非
国
教
化
な
ど
は
、
連
合
王
国
議
会
の
権
限
の
内
部
に
あ
り
、
英
国
議
会
に
よ
り
、

立
派
に
達
成
さ
れ
て
き
た
偉
業
で
あ
る
。
制
度
破
壊
に
関
す
る
英
国
議
会
の
能
力
が
、
少
し
で
も
落
ち
た
と
信
ず
る
理
由
は
、
何
も
な
い

の
で
あ
る
。
仮
に
も
し
、
時
代
の
要
請
が
、
破
壊
的
立
法
を
未
だ
に
要
求
す
る
の
な
ら
ば
、
英
国
議
会
は
、
従
来
に
負
け
ぬ
ほ
ど
効
率
的

で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
時
代
精
神
に
は
、
徐
々
に
、
あ
る
変
化
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
世
紀
最
後
の
四
半
世
紀
に
な
っ
て
、
現
代
の
改
革
者
た
ち
は
、
そ
れ
に
よ
り
国
家
の
様
々
な
需
要
を
満
た
す
も
の

と
さ
れ
、
大
衆
の
生
活
を
よ
り
幸
福
な
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
建
設
的
な
立
法
を
、
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。
我
々
は
、
ほ
ぼ
無
意
識
に
、
全
体
的
に
か
、
部
分
的
に
か
、
個
人
主
義individualism

の
信
条
か
ら
集
産
主
義collectivism

の

信
条
へ
と
移
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
新
し
い
信
念
の
形
態
は
、
代
議
制
会
議
に
、
大
規
模
な
代
議
制
議
会
が
為
す
の
に
適
し
て

い
な
い
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
課
す
の
で
あ
る
。「
自
由
放
任
主
義laissez-faire

」
の
信
念
の
衰
亡
は
、
議
会
へ
の
信
頼
及
び

そ
の
道
徳
的
権
威
の
失
墜
へ
と
、
本
質
的
に
、
連
鎖
す
る
の
で
あ
る
。

仮
に
、
上
に
述
べ
た
よ
う
な
種
々
の
考
察
の
中
に
、
何
ら
か
の
真
実
が
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
実
践
政
治
の
分
野
か
ら
は
か
け
離
れ

て
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
種
の
思
想
上
の
興
味
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
結
論
へ
と
、
我
々
は
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
存
在
す

る
形
態
で
の
議
会
制
シ
ス
テ
ム
が
永
続
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
信
念
は
、
我
々
が
見
出
す
、
一
定
の
現
実
上
の
重
要
な
幾
つ
か
の

一
三
一



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
六
）

事
実
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
そ
の
結
論
に
対
し
て
は
、
非
常
に
狭
隘
、
か
つ

不
完
全
な
基
礎
を
し
か
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
方
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
の
後
半
期
に
お
い
て
、
議

会
の
威
信
の
凋
落
が
、
明
白
と
な
っ
た
。
議
会
の
道
徳
的
権
威
の
失
落
は
（
既
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
）
重
要
性
に
お
い
て
様
々
に
異
な
る

諸
種
の
決
定
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
が
ど
の
程
度
作
用
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
く
は
、
ど
の
限
度
で
そ

れ
ら
は
除
去
も
し
く
は
中
和
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
か
け
は
、
用
心
深
い
思
想
家
な
ら
ば
、
な
ん
の
決
定
的
見
解
も
表
明
せ

ず
、
た
だ
読
者
諸
賢
に
よ
る
考
察
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

一
八
九
九
年
六
月
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
第
一
三
巻
、
第
二
号

（
i
）　

当
論
文
が
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
言
え

ば
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
時
の
英
国
王
で
国
敵
、
及
び
暴
君
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
シ
ー
は
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
統
治
が
失
政
で
あ

る
こ
と
を
基
本
的
に
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
将
来
暴
走
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
評
価
が
相
対
的
に
ア
メ
リ
カ

で
す
ら
上
が
る
よ
う
な
こ
と
も
無
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
と
、
英
国
人
ら
し
い
皮
肉
で
当
て
こ
す
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表
現
自
体
が
わ
ざ
と

韜
晦
か
つ
難
解
に
さ
れ
て
お
り
分
か
り
づ
ら
い
。「
過
小
評
価
」
と
い
う
表
現
が
韜
晦
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
「
将
来
の
歴
史
の
判
断
に
仰
ぐ
し
か

な
い
」
と
い
う
表
現
を
使
う
と
き
は
、
ほ
ぼ
彼
の
中
で
結
果
が
決
ま
っ
て
お
り
、
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
す
ぎ
な
い
。

（
ii
）　

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ルR

obert W
alpole, 1st E

arl of O
rford 

（26 A
ugust 1676-18 M

arch 1745

）。
一
八
世
紀
前
半
期
に
活
躍
し

た
英
国
の
政
治
家
お
よ
び
事
実
上
、
英
国
史
上
最
初
の
首
相
。
一
般
に
、
一
七
〇
七
年
併
合
法
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
併
合
し
た
「
グ
レ
ー

ト
・
ブ
リ
テ
ン
」
の
最
初
の
首
相P

rim
e M

inister

と
称
さ
れ
る
が
、
当
時
、
法
的
に
は
そ
の
よ
う
な
職
掌
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ホ
イ
ッ
グ
党

の
党
首
と
し
て
、
重
商
政
策
と
平
和
外
交
を
推
し
進
め
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
フ
ラ
ン
ス
と
宥
和
政
策
を
と
っ
た
。

一
三
二



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
七
）

（
iii
）　

サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ルS

ir R
obert P

eel 

（5 F
ebruary 1788-2 July 1850

）。
一
八
世
紀
前
半
の
保
守
党T

ory

の
政
治
家
。
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
と
対
照
的
に
、
同
時
期
の
ト
ー
リ
ー
を
指
導
し
た
。1834-35

年
に
、
メ
ル
バ
ー
ン
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
に
罷
免
さ
れ
た
こ
と
で
保
守
党

が
政
権
を
奪
還
し
、
第
一
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
形
成
す
る
。
一
八
三
五
年
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
の
教
会
税
転
用
問
題
を
め
ぐ
る
批
判
に
負
け
、

下
野
、
メ
ル
バ
ー
ン
第
二
次
内
閣
が
成
立
す
る
。
一
八
四
一
年
の
解
散
総
選
挙
で
勝
利
し
、
第
二
次
ピ
ー
ル
内
閣
を
組
閣
。
保
守
党
の
中
で
も
保
護

貿
易
政
策
に
は
組
せ
ず
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
起
用
し
、
自
由
貿
易
を
推
進
し
た
。
こ
の
結
果
、
保
守
党
は
自
由
貿
易
派
と
保
護
貿

易
派
に
分
離
す
る
こ
と
と
な
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
と
ピ
ー
ル
の
間
の
時
代
に
「
公
共
精
神
が
復
活
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら

く
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
ン
の
敗
走
に
よ
る
反
動
主
義
を
乗
り
越
え
た
、
ピ
ー
ル
の
時
代
に
は
保
守
党
の
政
治
家
と
言
え
ど
も
、
自
由
主
義

的
、
社
会
福
祉
的
（
※
主
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貧
困
問
題
に
関
係
し
て
）
な
政
策
を
と
る
こ
と
が
時
代
精
神
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（
iv
）　

ト
ー
マ
ス
・
バ
ビ
ン
ト
ン
・
マ
コ
ー
レ
ー
（
マ
コ
ー
リ
ー
と
も
）T

hom
as B

abington M
acaulay 

（25 O
ctober 1800-28 D

ecem
ber 

1859

）。
英
国
の
自
由
党W

hig

の
政
治
家
で
歴
史
家
。
彼
に
よ
る
『
英
国
史T

he H
istory of E

ngland from
 the A

ccession of Jam
es II, 5 

vols., 

（1849-55

）』
は
、
英
国
の
典
型
的
な
正
当
史
観
で
あ
る
ホ
イ
ッ
グ
史
観
を
代
表
す
る
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
統
治
時
の
法

務
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
各
種
イ
ン
ド
成
文
法
典
の
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ほ
か
、
同
地
の
教
育
改
革
に
も
尽
力
し
た
。

（
v
）　

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
テ
ン
プ
ル
（
第
三
代
パ
ー
マ
ス
ト
ン
子
爵
）H

enry John T
em

ple, 3rd V
iscount P

alm
erston 

（20 O
ctober 

1784-18 O
ctober 1865

）。
俗
に
パ
ー
マ
ス
ト
ン
卿L

ord P
alm

erston

と
し
て
知
ら
れ
る
一
八
世
紀
後
半
の
ホ
イ
ッ
グ
を
代
表
す
る
政
治
家
。

第
一
次
パ
ー
マ
ス
ト
ン
内
閣
（1855-1858

）、
第
二
次
パ
ー
マ
ス
ト
ン
内
閣
（1859-1865

）
を
率
い
た
。
英
国
の
国
益
を
重
要
視
し
な
が
ら
自
由

主
義
的
政
策
を
推
し
進
め
た
。

（
vi
）　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ワ
ー
ト
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ンW

illiam
 E

w
art G

ladstone 

（29 D
ecem

ber 1809-19 M
ay 1898

）
は
、
い
さ
さ
か
年
長

で
あ
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
自
由
党
の
政
治
家
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
、
後
期
は
、
彼
と
保
守
党
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

デ
ィ
ズ
レ
リ
ー
と
の
政
治
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
四
期
（1868‒1874, 1880‒1885, F

ebruary‒July 1886 and 1892‒1894

）

に
渡
っ
て
首
相
を
務
め
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
親
友
で
あ
る
ブ
ラ
イ
スJam

es B
ryce

は
第
三
次
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
で
外
務
次
官
（1886

年
）、
第

一
三
三



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
〇
八
）

四
次
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
で
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
尚
書
（1892-94

年
）
を
務
め
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
と
も
非
常
に
政
治
的
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た

自
由
党
の
政
治
家
で
あ
っ
た
。

（
vii
）　

カ
ミ
ッ
ロ
・
パ
オ
ロ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ジ
ュ
リ
オ
・
ベ
ン
ソ
・
カ
ブ
ー
ル
伯
爵C

am
illo P

aolo F
ilippo G

iulio B
enso, C

ount of C
avour 

（A
ugust 10, 1810-June 6, 1861

）
は
、
カ
ミ
ッ
ロ
・
ベ
ン
ソ
と
も
伯
爵
号
を
姓
に
取
り
、
カ
ミ
ッ
ロ
・
カ
ブ
ー
ル
と
も
称
さ
れ
る
。
一
九
世
紀

の
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
で
あ
り
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国
首
相
で
あ
り
、
初
代
イ
タ
リ
ア
王
国
首
相
も
務
め
た
。
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
と

並
ぶ
「
イ
タ
リ
ア
統
一
の
三
傑
」
の
一
人
。
非
効
率
な
革
命
を
嫌
い
、
議
会
政
治
を
好
ん
だ
。
彼
の
有
名
な
言
葉
に
「
議
会
が
閉
会
中
の
時
ほ
ど
無

力
感
を
覚
え
る
こ
と
は
無
い
」
と
い
う
言
葉
が
有
り
、「
議
会
制
主
義
者
」
と
ダ
イ
シ
ー
が
評
す
る
の
も
宣
な
る
か
な
で
あ
る
。

（
viii
）　

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ
リ
・
ル
イ
・
ド
ゥ
・
ブ
ラ
・
ド
ゥ
・
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌA

lphonse M
arie L

ouis de P
rat de L

am
artine 

（21 

O
ctober 1790-28 F

ebruary 1869

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
・
詩
人
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
設
立
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
政
治

家
で
も
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
大
統
領
選
挙
で
争
っ
て
破
れ
、
一
八
五
一
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
界
を
引
退
。

（
ix
）　

ラ
ヨ
シ
ュ
・
コ
シ
ュ
ー
ト
（
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ
ュ
と
も
）L

ajos K
ossuth 

（19 S
eptem

ber 1802-20 M
arch 1894

）
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
法
律
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
政
治
家
。
一
九
四
八
年
か
ら
四
九
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
執
政
官
と
し
て
有
名
。

（
x
）　

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
マ
ッ
ツ
イ
ー
ニG

iuseppe M
azzini 

（22 June 1805-10 M
arch 1872

）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
り
、
イ
タ
リ
ア
統
一
運
動
の
活
動
家
。
革
命
を
非
効
率
な
も
の
と
し
て
嫌
悪
し
、
議
会
制
民
主
主
義
を
好
ん
だ
カ
ブ
ー
ル
な
ど
と
は
異
な
り
、
生

粋
の
共
和
主
義
者
で
あ
り
民
衆
革
命
主
義
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
強
い
理
想
主
義
の
た
め
、
イ
タ
リ
ア
統
一
後
は
、
次
第
に
現
実
的
政
治
路
線
と
は
乖

離
し
政
治
的
孤
立
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
xi
）　

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
グ
ス
ト
ゥ
ス
（
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）・
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
レ
ーS

ir Jam
es A

ugustus H
enry M

urray 

（7 F
ebruary 

1837-26 July 1915

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
辞
書
編
纂
学
者
及
び
文
献
学
者
で
、O

E
D

（O
xford E

nglish D
ictionary

）『
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
の
初
代
編
集
長
で
あ
っ
た
。O

E
D

の
編
纂
開
始
は
一
八
七
九
年
に
宣
言
さ
れ
、
マ
レ
ー
は
、
当
初
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

自
宅
に
ス
ク
リ
プ
ト
ー
ル
ムscriptorum

と
呼
ば
れ
、
そ
の
た
め
に
建
設
し
た
特
殊
な
ト
タ
ン
張
り
の
編
集
室
を
建
築
し
た
が
、
仕
事
量
の
増
加

の
た
め
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
北
部
の
バ
ン
ベ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
に
移
り
、scriptorum
も
再
築
し
た
。O

E
D

編
纂
事
業
の
た
め
、
バ
ン
ベ
リ
ー
・

一
三
四



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
〇
九
）

ロ
ー
ド
七
八
番
の
彼
の
自
宅
兼
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
毎
日
、
英
語
の
新
し
い
用
例
に
対
す
る
大
量
の
郵
便
物
が
配
達
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
彼
専
用
の
ポ

ス
ト
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。（
※
同
地
番
に
は
そ
の
ポ
ス
ト
が
史
跡
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。）
当
論
文
が
書
か
れ
た
一
八
九
九
年
当
時
は
、
ダ

イ
シ
ー
の
同
僚
で
あ
り
、O

E
D

に
着
手
し
て
二
〇
年
目
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
名
物
事
業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
マ
レ
ー
は

一
九
一
五
年
に
は
胸
膜
炎
で
死
去
す
る
が
、O

E
D

の
完
成
が
宣
言
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
の
大
晦
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
xii
）　

ダ
ニ
エ
ー
レ
・
マ
ニ
ンD

aniele M
anin 

（13 M
ay 1804-22 S

eptem
ber 1857

）
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政
治
家
で
、
愛
国
主
義
者
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
臨
時
政
府
大
統
領
。
イ
タ
リ
ア
再
統
一
に
従
事
し
た
英
雄
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
xiii
）　

日
本
は
通
例
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
発
音
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
複
数
の
英
国
人
に
確
認
し
た
正
確
な
英
語
の
発
音
は
バ
ジ
ェ
ッ
ト
で
あ
る
。

今
日
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
多
く
の
サ
イ
ト
に
各
地
域
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
発
音
の
標
本
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
発
音

の
確
認
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
よ
う
に
昔
か
ら
日
本
人
研
究
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
伝
統
の
あ
る
人
名
は
、
逆
に
、
人
名
辞

典
な
ど
で
も
間
違
っ
た
ま
ま
伝
わ
る
こ
と
も
多
い
。

（
xiv
）　

ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ラ
ムH

enry H
allam

 
（9 July 1777-21 January 1859

）。
英
国
の
歴
史
家
で
、
英
国
憲
法
史
の
古
典
的
名
著
『
英
国
憲
法

史
』T

h
e C

on
stitu

tion
al H

istory of E
n

glan
d, 1

st ed, 3vols, 

（1827

）
で
知
ら
れ
る
。
ハ
ラ
ム
の
憲
法
史
を
皮
切
り
に
一
九
世
紀
の
英
国
の

憲
法
研
究
は
始
ま
る
。

（
xv
）　E

dw
ard A

ugustus F
reem

an

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
グ
ス
ト
ゥ
ス
（
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）・
フ
リ
ー
マ
ン
（2 A

ugust 1823-16 M
arch 1892

）。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
建
築
家
で
あ
り
、
歴
史
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
現
代
史
の
欽
定
講
座
教
授R

egious 

P
rofessor of M

odern H
istory

で
あ
っ
た
。
主
著
と
し
て
『
英
国
憲
法
の
発
達
：
そ
の
創
成
期
か
らT

h
e G

row
th

 of th
e E

n
glish

 

C
on

stitu
tion

 from
 th

e E
arliest T

im
es, 

（1872

）』
が
あ
る
。
当
時
流
行
し
た
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
影
響
を
受
け
、
ゲ
ル
マ
ン
史
学
的
観
点
か

ら
英
国
の
初
期
憲
制
・
憲
法
史
を
叙
述
し
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
著
作
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
自
身
は
、
英
国
憲
法
の
精
神
の
起

源
を
ゲ
ル
マ
ン
・
ド
イ
ツ
に
求
め
る
こ
と
に
は
拒
否
感
を
表
し
て
い
る
。

（
xvi
）　

長
期
議
会
（T

he L
ong P

arliam
ent

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
反
乱
に
敗
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
賠
償
金
を
捻
出
す
る
た
め
一
六
四
〇

年
一
一
月
三
日
に
召
集
し
た
議
会
で
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
り
一
六
五
三
年
四
月
に
解
散
さ
れ
る
ま
で
、
一
三
年
の
長
期
に
渡
り
続
い

一
三
五



日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
三
一
〇
）

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
が
あ
る
。
清
教
徒
革
命
は
こ
の
会
期
に
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
治
世
時
の
革
命
議
会

と
し
て
の
長
期
議
会
に
よ
る
破
壊
的
立
法
で
あ
る
。

（
xvii
）　

ダ
イ
シ
ー
が
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
原
語
は“the S

aint B
artholom

ew
 of abuses”

。

一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
歴
史
家
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
マ
リ
・
ア
レ
ク
シ
ス
・
ミ
ネ
（
ミ

ニ
ュ
エ
、
ミ
ニ
エ
と
も
）F

rançois A
uguste M

arie A
lexis M

ignet 

（8 M
ay 1796

│24 M
arch 1884

）, H
istoire de la R

évolution 

française depuis 1789 jusgu’en 1814, 2 tom
s, 

（P
aris, 1824

）
が
、
ソ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本
で
明
治
時
代
の
官
僚
で
法
律
家
で
あ
り
司
法
大
書

記
官
、
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）
校
長
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
た
河
津
祐
之
（
か
わ
づ　

す
け
ゆ
き
）（1849-1894

）
に
よ
る
翻
訳
で
ミ
ギ
ェ
ー
著

『
佛
國
革
命
史
』
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
と
し
て
出
版
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
日
本
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
殆
ど
忘
れ
ら
れ
て
い

る
作
家
で
あ
る
。
英
国
で
は
原
著
出
版
の
二
年
後
の
一
八
二
六
年
にH

istory of the F
rench R

evolution, from
 1789 to 1814

と
し
て
英
訳
出

版
さ
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
一
九
〇
七
年
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
再
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
が
読
ん
だ
の
は
恐
ら
く
英
語
版
の
方
で
あ
ろ

う
。
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
と
、
関
連
部
分
のabuse

の
意
味
が
難
解
で
あ
る
の
で
原
文
を
紹
介
す
る
と
、F

rançois A
uguste M

arie M
ignet, 

H
istoire de la R

évolution française depuis 1789 jusgu’en 1814, 

（1824

）, tom
 1, p. 101; ‘C

ette nuit, qu’un ennem
i de la révolution 

appela dans le tem
ps la S

aint-B
arthélem

y des propriétés, ne fut que la S
aint-B

arthélem
y des abus.’

同
英
訳pp. 53-4: 

‘T
hat night, w

hich an enem
y of the revolution designated at that tim

e S
aint B

artholom
ew

 of property, w
as only the S

aint 

B
artholom

ew
 of abuses’.

「
こ
の
夜
を
あ
る
革
命
の
敵
は
当
時
、
各
種
所
有
権propriétés

の
虐
殺
・
抹
消
の
時
で
あ
っ
た
と
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
、

（
封
建
的
）
濫
用
（
特
権
）
の
虐
殺
・
抹
消
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。」

革
命
時
の
消
極
的
・
破
壊
的
立
法
で
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
時
代
か
ら
の
各
種
土
地
所
有
権
を
廃
止
し
た
の
を
、
反
革
命
派
は
革
命
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
所
有
権
尊
重
の
そ
の
「
所
有
権
を
皆
殺
し
」
に
し
た
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、「
封
建
的
濫
用
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
土
地
特
権
」
の
廃
止
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。
濫
用
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
「
封
建
的
濫
用
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
土
地
特
権
」
ま
で
読
み
込
む
の
は
骨
が
折
れ
る
。
仏
語
で
はS

aint-B
arthélem

y 

と
い
う
単
語
一
六
世
紀
の
有
名
な
サ

一
三
六



英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

（
三
一
一
）

ン
・
バ
ル
テ
ル
ミ
の
虐
殺
に
引
っ
掛
け
て
、「
抹
消
、
抹
殺
、
虐
殺
」
の
直
喩
と
な
る
。
本
訳
で
は
「
虐
殺｣

は
強
す
ぎ
る
の
で
「
抹
消｣

と
翻
訳

し
た
。
な
お
、
当
ソ
ー
ス
と
そ
の
意
味
の
確
定
に
は
日
本
大
学
法
学
部
の
吉
原
達
也
教
授
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
教
示
を
頂
い
た
。

一
三
七




